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鰹１
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、

廃
止
・
統
合

鴨
事
務
事
業
の
不
断
の
見
直
し

鴨
行
政
評
価
制
度
の
導
入

②
民
間
委
託
等
の
推
進

鴨
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
民

間
委
託
推
進

鴨
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
推

進
③
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

鴨
新
橋
児
童
館
の
指
定
管
理
者
へ

の
管
理
移
行

鴨
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
へ
の
管
理
移
行

④
地
方
公
営
企
業
及
び
外
郭
団
体

の
経
営
健
全
化

鴨
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の
推

進
鴨
公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
の
推
進

鴨
農
業
集
落
排
水
事
業
の
経
営
健

全
化
の
推
進

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
抜
本
的
見
直

し鴨
苛
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

の
経
営
健
全
化
の
推
進

酸
今
後
の
取
り
組
み

町
に
お
い
て
は
、
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
削
減
や
町
税
収
入
の
減
少
等
、

必
要
な
財
源
の
確
保
が
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

住
民
の
福
祉
・
環
境
・
教
育
・
文

化
な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ
は
拡
大
、
多

様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
最
少
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
る
と
い
う
不
断
の
改
革
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
緊
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、
改
革
の
主
要
項
目

を
次
の
７
点
と
し
ま
し
た
。

酸
こ
れ
ま
で
の
経
緯

町
で
は
、
平
成

年
度
に
第
２

１２

次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
全

庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

の
た
め
に

革
情
報
公
開
条
例
の
制
定

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適

正
に
取
り
扱
う
た
め
に

革
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

迅
速
な
情
報
伝
達
を
可
能
に
す

る
た
め
に

革
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

革
職
員
の
休
日
、
休
憩
時
間
内
の

窓
口
対
応
の
改
善

庁
内
及
び
国
・
県
と
の
連
絡
体

制
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
す

る
た
め
に

革
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
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町
で
は
、
平
成

年

月
に
策

１２

１０

定
し
た
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
を

見
直
し
、
新
し
く
第
３
次
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

大
綱
は
、
平
成

年
度
か
ら

年

１８

２２

度
ま
で
の
５
か
年
の
推
進
期
間
で
、

の
改
革
項
目
に
つ
い
て
実
施
計

４２画
を
定
め
取
り
組
ん
で
い
く
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（4）（4）

鰹１
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

鰹２
効
果
的
・
効
率
的
な

組
織
・
機
構
改
革
の
実
現

鰹３
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

鰹４
人
材
育
成
の
推
進

鰹５
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

鰹６
電
子
自
治
体
の
推
進

鰹７
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保



③
町
税
の
徴
収
率
の
向
上
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保

鴨
町
税
の
徴
収
率
の
向
上

鴨
町
税
の
増
収
策
の
検
討

鴨
使
用
料
、
手
数
料
の
総
合
的
な

見
直
し

④
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

鴨
補
助
金
の
総
合
的
見
直
し

⑤
公
共
工
事
に
お
け
る
入
札
・
契

約
の
適
正
化
の
推
進

鴨
入
札
・
契
約
に
お
け
る
適
正
運

営
の
推
進

⑥
住
民
に
対
す
る
財
政
状
況
の
公

表鴨
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
等
の
活
用
と
公
表

ま
た
、
こ
の
大
綱
の
策
定
に
あ

た
り
、
今
後
の
行
政
運
営
の
方
向

性
を
出
す
た
め
、
平
成

年
度
ま

２３

で
の
財
政
収
支
予
測
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
次
ペ
ー
ジ
以
降

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
行
政
評
価
の
公
開

鴨
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
た
行

政
活
動
成
果
の
わ
か
り
や
す
い

公
開

鴨
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

る
情
報
公
開
の
充
実

鰹６
電
子
自
治
体
の
推
進

鴨
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推

進
鴨
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

推
進

鰹７
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保

①
財
政
健
全
化
の
推
進

鴨
次
期
基
本
計
画（
５
ヵ
年
）に
基

づ
く
財
政
計
画
の
策
定

②
事
務
・
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

歳
出
全
般
の
効
率
化
と
財
源
配
分

の
重
点
化

鴨
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
た
事

務
事
業
の
不
断
の
見
直
し

鴨
行
政
評
価
結
果
の
予
算
編
成
へ

の
反
映

②
給
与
制
度
、
運
用
、
水
準
の
適

正
化
等

鴨
人
事
・
給
与
制
度
の
見
直
し
と

公
表

鴨
職
員
の
各
種
手
当
て
の
見
直
し

鰹４
人
材
育
成
の
推
進

①
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
践

鴨
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
践

②
人
事
管
理
、職
場
風
土
、業
務
の

改
善
等
に
よ
る
人
材
育
成
の
推
進

鴨
人
材
育
成
の
充
実

鴨
管
理
職
の
職
場
管
理
能
力
の
向

上
③
能
力
・
実
績
を
重
視
し
た
人
事

評
価
制
度
の
実
践

鴨
人
事
評
価
制
度
の
導
入
・
実
践

鴨
人
事
評
価
制
度
の
活
用

鰹５
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

①
情
報
公
開
条
例
、
行
政
手
続
条

例
等
の
適
正
な
運
用

鴨
情
報
公
開
条
例
の
見
直
し
と
そ

の
適
正
な
運
用

鴨
個
人
情
報
保
護
条
例
の
見
直
し

と
そ
の
適
正
な
運
用

鴨
行
政
手
続
条
例
の
見
直
し
と
そ

の
適
正
な
運
用

⑥
地
域
協
働
の
推
進

鴨
地
域
協
働
担
当
組
織
の
創
設

（
組
織
機
構
改
革
と
連
動
）

鴨
行
政
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
検
討

鴨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
育
成

・
強
化

鰹２
効
果
的
・
効
率
的
な

組
織
・
機
構
改
革
の
実
現

①
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織
・

機
構
の
実
現

鴨
課
・
係
の
改
編
に
よ
る
組
織
・

機
構
改
革
の
実
践

鴨
事
務
分
担
の
見
直
し

②
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た

組
織
編
制
の
実
現

鴨
地
域
協
働
担
当
組
織
の
創
設

（
地
域
協
働
と
連
携
）

鰹３
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

①
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
定

員
管
理
の
推
進

鴨
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

鴨
定
員
の
削
減

鴨
臨
時
・
嘱
託
職
員
の
採
用
と
活

用

（5）



平成23年度予測平成22年度予測平成21年度予測平成20年度予測平成19年度予測平成18年決算見込み
歳 入

構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額

63.73,871,43263.23,855,37762.73,839,32262.03,823,26760.63,807,21255.73,561,157地方税

2.2131,0902.1130,5752.1130,0602.1129,5452.0129,0305.0318,000地方譲与税

1.063,7121.060,6780.957,7890.955,0370.852,4160.317,472利子割交付金

0.18,2450.18,2450.18,2450.18,2450.18,2450.18,245配当割交付金

0.212,1840.212,1840.212,1840.212,1840.212,1840.212,184株式等譲渡所得割交付金

3.6216,9103.6217,5283.6218,1463.5218,7643.5219,3823.5220,000地方消費税交付金

0.000.000.000.000.000.00ゴルフ場利用税交付金

0.000.000.000.000.000.00特別地方消費税交付金

1.484,9901.482,9921.380,9941.378,9961.276,9981.275,000自動車取得税交付金

0.000.000.000.000.745,0001.490,000地方特例交付金

0.952,1021.274,4311.7106,3302.5151,9003.5217,0004.8310,000地方交付税

0.14,4450.14,5560.14,6670.14,7780.14,8890.15,000交通安全対策特別交付金

0.01,0000.01,0000.01,0000.01,0000.01,0000.0977分担金及び負担金

1.272,2571.169,3591.166,4611.063,5631.060,6650.957,767使用料・手数料

7.5454,2497.3446,2497.2438,2497.0430,2496.7422,2496.5414,249国庫支出金

3.5214,0093.5210,0093.4206,0093.3202,0093.2198,0093.9250,803県支出金

0.215,0400.315,0400.215,0400.215,0400.215,0400.01,262財産収入

0.000.000.000.000.000.00寄附金

5.1312,0005.1312,0005.1312,0005.1312,0005.0312,0004.9312,254繰越金

0.635,1930.638,7840.742,3750.745,9660.849,5570.853,148諸収入

8.7529,7309.2557,6119.6586,95910.0617,85210.4650,37010.7684,600地方債

100.06,078,588100.06,096,618100.06,125,830100.06,170,395100.06,281,246100.06,392,118歳入合計（繰入金を除く)
虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞
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国
で
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
、

税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
改
革
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
三
位

一
体
の
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
改
革
を
受
け
て
、
本
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
現
時
点
で

の
改
革
に
よ
る
制
度
改
正
等
の
影

響
を
加
味
し
、
平
成

年
度
を
基

１８

準
と
し
て
過
去
の
８
年
間
の
傾
向

を
も
と
に
、
平
成

年
度
か
ら

１９

２３

年
度
の
財
政
収
支
の
状
況
を
予
測

し
ま
し
た
。

１
、
歳
入
の
予
測

歳
入
予
測（
繰
入
金
を
除
く
）で

は
、
地
方
税
は
国
か
ら
の
税
源
移

譲
と
企
業
収
益
の
回
復
に
よ
り
、

わ
ず
か
な
伸
び
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
改
革
に
よ

り
普
通
交
付
税
が
さ
ら
に
減
額
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
、
歳
入
総
額
は
減
少

傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

(単位：千円、％)
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算
県
支
出
金

投
資
的
補
助
金
を
除
い
て
、
平

成

～

年
度
の
平
均
値
（
１
億

１２

１５

９
千
４
０
０
万
９
千
円
）
で
推
移

す
る
が
、
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
補
助
事
業
の
た

め
、
事
業
費
の
う
ち
県
負
担
分
の

４
分
の
１（
４
０
０
万
円
）が
毎
年

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
財
産
収
入

平
成

年
度
～

年
度
の
平
均

１０

１７

値（
１
千
５
０
４
万
円
）で
推
移
す

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
寄
附
金

平
成

年
度
よ
り
ゼ
ロ
と
な
る

１９

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
繰
越
金

平
成

年
度
見
込
値
（
３
億
１

１８

千
２
０
０
万
円
）
で
推
移
す
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

算
諸
収
入

平
成

年
度
～

年
度
の
平
均

１０

１７

値
（
毎
年
３
５
９
万
１
千
円
の
減

少
）
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。

算
地
方
債

平
成

年
度
決
算
見
込
額
を
基

１８

準
に
、
毎
年
５
％
減
で
推
移
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
地
方
交
付
税

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
を

１８

基
準
と
し
て
、
毎
年

％
の
減
少

３０

で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す

算
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
を

１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１０

１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
１１

万
１
千
円
の
減
少
）
で
推
移
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
分
担
金
及
び
負
担
金

平
成

年
４
月
か
ら
開
発
負
担

１８

金
が
廃
止
と
な
り
、
今
後
は
平
成

年
度
実
績
に
近
い
、
年
額
１
０

１５０
万
円
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
使
用
料
・
手
数
料

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
を

１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１０

１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
２

８
９
万
８
千
円
の
増
加
）
で
推
移

す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
国
庫
支
出
金

投
資
的
補
助
金
を
除
い
て
、
平

成

年
度
決
算
見
込
額
か
ら
横
ば

１８
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

扶
助
費
の
ほ
と
ん
ど
が
補
助
事
業

の
た
め
、
事
業
費
の
う
ち
国
負
担

分
の
２
分
の
１（
８
０
０
万
円
）が

毎
年
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
配
当
割
交
付
金

平
成

年
度
の
実
績
値
の
ま
ま

１７

推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

算
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

平
成

年
度
の
実
績
値
の
ま
ま

１７

推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

算
地
方
消
費
税
交
付
金

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
を

１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１０

１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
６１

万
８
千
円
の
減
少
）
で
推
移
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
自
動
車
取
得
税
交
付
金

平
成

年
度
か
ら
の
傾
向
値
は

１０

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成

年
度
以
降
は
上
昇
に
転
じ

１４

て
お
り
、
今
後
の
景
気
回
復
に
よ

り
平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
を

１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１４

１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
１

９
９
万
８
千
円
の
増
加
）
で
推
移

す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

算
地
方
特
例
交
付
金

税
制
改
革
に
伴
い
、
平
成

年
１９

度
は
平
成

年
度
決
算
見
込
額
に

１８

対
し
て
２
分
の
１
に
削
減
、
平
成

年
度
か
ら
ゼ
ロ
に
な
る
予
定
で

２０す
。

【
歳
入
予
測
の
根
拠
】

算
地
方
税

税
収
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

平
成

年
度
か
ら
恒
久
的
減
税
の

１８

廃
止
に
よ
る
町
民
税
の
増
加
が
固

定
資
産
税
の
減
少
を
カ
バ
ー
し
、

今
後
は
現
状
維
持
を
見
込
み
ま
す
。

な
お
、
個
人
町
民
税
は
、
平
成

年
度
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り
２

１９億
３
千
万
円
が
加
算
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
成

年
ま
で
に
人
口
の

２２

目
標
値
２
万
６
千
５
０
０
人
と
い

う
政
策
の
結
果
、
わ
ず
か
な
が
ら

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

算
地
方
譲
与
税

平
成

年
度
～

年
度
の
傾
向

１０

１５

が
本
来
の
姿
と
考
え
ら
れ
、
平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
に
年
間
増

１８加
予
想
額（

万
５
千
円
）を
毎
年

５１

加
算
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成

年
度
よ
り
所
得

１９

譲
与
税
の
移
譲
に
よ
っ
て
１
億
９

千
万
円
が
減
少
し
ま
す
。

算
利
子
割
交
付
金

金
利
上
昇
に
伴
い
、
平
成

年
１９

度
に
お
い
て
は
平
成

年
度
の
３

１８

倍
、
平
成

年
度
以
降
は
５
％
増

２０

加
で
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（7）



平成23年度予測平成22年度予測平成21年度予測平成20年度予測平成19年度予測平成18年決算見込み
歳 出

（性質別）
構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額構成比金 額

24.21,540,31324.41,548,39824.51,556,48324.61,564,56824.11,572,65322.01,581,738人件費

10.2647,3459.9629,5829.6611,8199.4594,0568.8576,2937.8558,530扶助費

7.8496,8457.4469,7407.1448,4236.8431,3026.3408,7845.2372,784公債費

19.61,246,31620.01,271,75120.51,297,70520.91,324,18920.71,351,21319.21,378,789物件費

0.850,0000.850,0000.850,0000.850,0000.854,7580.963,638維持補修費

11.7743,62612.2776,20212.7808,77813.3841,35413.4873,93012.6906,506補助費等

0.13,0000.13,0000.13,0000.03,0000.03,0000.02,873積立金

0.425,0000.425,0000.425,0000.425,0000.425,0000.211,911投資・出資金・貸付金

15.0955,39014.6925,39014.1895,39013.6865,39015.51,015,39013.7985,390繰出金

10.2650,00010.2650,00010.2650,00010.2650,00010.0650,00018.41,320,357投資的経費

100.06,357,835100.06,349,063100.06,346,598100.06,348,859100.06,531,021100.07,182,516歳出合計

虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞

２
、
歳
出
の
予
測

性
質
別
歳
出
を
予
測
し
ま
す
と
、

人
件
費
は
削
減
さ
れ
る
も
の
の
、

扶
助
費
、
繰
出
金
が
継
続
的
な
伸

び
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
公
債
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
歳
出
全
体

で
約

億
円
程
度
で
推
移
す
る
こ

６３

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

【【
歳
出
予
測
の
根
拠

【
歳
出
予
測
の
根
拠
】】

算算
人
件
人
件
費費

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
をを

１８１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１０１０

１７１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
８８

０
８
万
５
千
円
の
減
少
）
で
推

０
８
万
５
千
円
の
減
少
）
で
推
移移

す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す

す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。。

算算
扶
助
扶
助
費費

平
成

年
度
～

年
度
の
歳

平
成

年
度
～

年
度
の
歳
出出

１５１５

１７１７

は
国
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り

は
国
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
増増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成

年
度

加
し
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
にに

１８１８

大
規
模
な
社
会
保
障
制
度
の
改

大
規
模
な
社
会
保
障
制
度
の
改
正正

が
あ
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
が

が
あ
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
見見

込
ま
れ
る
た
め
、
平
成

年
度

込
ま
れ
る
た
め
、
平
成

年
度
決決

１８１８

算
見
込
額
を
基
準
と
し
て
平
成

算
見
込
額
を
基
準
と
し
て
平
成
１０１０

年
度
～

年
度
の
傾
向
値
（
毎

年
度
～

年
度
の
傾
向
値
（
毎
年年

１４１４

１
千
７
７
６
万
３
千
円
の
増
加

１
千
７
７
６
万
３
千
円
の
増
加
））

で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す

で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。。

算算
公
債
公
債
費費

現
在
の
地
方
債
発
行
残
高
と

現
在
の
地
方
債
発
行
残
高
と
今今

後
発
行
さ
れ
る
地
方
債
の
見
込

後
発
行
さ
れ
る
地
方
債
の
見
込
額額

か
ら
償
還
額
を
予
測
し
ま
す

か
ら
償
還
額
を
予
測
し
ま
す
。。

算算
物
件
物
件
費費

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
をを

１８１８

基
準
と
し
て
、
毎
年
２
％
減
で

基
準
と
し
て
、
毎
年
２
％
減
で
推推

移
す
る
と
仮
定
し
ま
し
た
。

移
す
る
と
仮
定
し
ま
し
た
。

(単位：千円、％)
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問 町企画財政課 緯（５７）４１１６・４１１８
町ホームページ http://www.town.nogi.tochigi.jp/

３３
、
財
政
収
支
の
予

３
、
財
政
収
支
の
予
測測

前
述
の
歳
入
・
歳
出
の
予
測

前
述
の
歳
入
・
歳
出
の
予
測
かか

ら
、
平
成

年
度
か
ら

年
度

ら
、
平
成

年
度
か
ら

年
度
まま

１９１９

２３２３

で
の
収
支
状
況
を
予
測
す
る
と

で
の
収
支
状
況
を
予
測
す
る
と
、、

年
間
平
均
で
約
２
億
４
千
万
円

年
間
平
均
で
約
２
億
４
千
万
円
、、

５
年
ト
ー
タ
ル
で
約

億
円
の

５
年
ト
ー
タ
ル
で
約

億
円
の
収収

１２１２

支
不
足
額
が
生
じ
る
こ
と
に
な

支
不
足
額
が
生
じ
る
こ
と
に
な
りり

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
基
金
取

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
基
金
取
りり

崩
し
で
対
応
す
る
と
、
平
成

崩
し
で
対
応
す
る
と
、
平
成

年年
２３２３

度
に
お
け
る
基
金
残
高
は
、
３

度
に
お
け
る
基
金
残
高
は
、
３
億億

３
千
万
円
に
ま
で
減
少
す
る
こ

３
千
万
円
に
ま
で
減
少
す
る
こ
とと

が
見
込
ま
れ
ま
す

が
見
込
ま
れ
ま
す
。。

大
綱
本
文
全
体
及
び
財
政
シ

大
綱
本
文
全
体
及
び
財
政
シ
ミミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
町町

企
画
財
政
課
窓
口
で
ご
覧
に
な

企
画
財
政
課
窓
口
で
ご
覧
に
な
れれ

ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ぺ
―

ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ぺ
―
ジジ

に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。。

算算
繰
出
繰
出
金金

法
定
繰
出
金
の
増
加
は
あ
る

法
定
繰
出
金
の
増
加
は
あ
る
もも

の
の
、
政
策
的
な
繰
出
金
を
抑

の
の
、
政
策
的
な
繰
出
金
を
抑
制制

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
平
成

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
平
成

年年
１８１８

度
の
決
算
見
込
額
を
基
準
と
し

度
の
決
算
見
込
額
を
基
準
と
し
てて

毎
年
３
千
万
円
の
増
加
で
推
移

毎
年
３
千
万
円
の
増
加
で
推
移
すす

る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
た

る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
た
だだ

し
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
赤
字

し
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
赤
字
補補

て
ん
の
繰
出
金
は
平
成

年
度

て
ん
の
繰
出
金
は
平
成

年
度
でで

１９１９

終
了
し
、
平
成

年
度
か
ら
１

終
了
し
、
平
成

年
度
か
ら
１
億億

２０２０

８
千
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す

８
千
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。。

算算
投
資
的
経

投
資
的
経
費費

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
投

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
投
資資

的
経
費
の
み
と
し
、
政
策
的
大

的
経
費
の
み
と
し
、
政
策
的
大
規規

模
な
投
資
的
経
費
は
見
込
み
ま

模
な
投
資
的
経
費
は
見
込
み
ま
せせ

ん
。
し
た
が
っ
て
平
成

年
度

ん
。
し
た
が
っ
て
平
成

年
度
はは

１８１８

決
算
見
込
額
、
平
成

年
度
以

決
算
見
込
額
、
平
成

年
度
以
降降

１９１９

は
６
億
５
千
万
円
で
固
定
的
に

は
６
億
５
千
万
円
で
固
定
的
に
推推

移
す
る
と
仮
定
し
ま
す

移
す
る
と
仮
定
し
ま
す
。。

算算
維
持
補
修

維
持
補
修
費費

今
後
５
千
万
円
で
推
移
す
る

今
後
５
千
万
円
で
推
移
す
る
とと

仮
定
し
ま
す

仮
定
し
ま
す
。。

算算
補
助
費

補
助
費
等等

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額

平
成

年
度
の
決
算
見
込
額
をを

１８１８

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

基
準
と
し
て
、
平
成

年
度
～

１０１０

１７１７

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年

年
度
の
実
績
の
傾
向
値
（
毎
年
３３

千
２
５
７
万
６
千
円
の
減
少
）

千
２
５
７
万
６
千
円
の
減
少
）
でで

推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す

推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。。

算算
積
立
積
立
金金

平
成

年
度
は
決
算
見
込
額
で

平
成

年
度
は
決
算
見
込
額
で
、、

１８１８

平
成

年
度
以
降
は
３
０
０
万

平
成

年
度
以
降
は
３
０
０
万
円円

１９１９

で
固
定
的
に
推
移
す

で
固
定
的
に
推
移
す
るる
。（。（
条
例
条
例

に
よ
る
積
立
金
１
２
０
万
円
、

に
よ
る
積
立
金
１
２
０
万
円
、
利利

子
分
等
に
よ
る
積
立
金
１
８
０

子
分
等
に
よ
る
積
立
金
１
８
０
万万

円円
））

算算
投
資
・
出
資
金
・
貸
付

投
資
・
出
資
金
・
貸
付
金金

平
成

年
度
の
突
出
し
た
金

平
成

年
度
の
突
出
し
た
金
額額

１４１４

は
地
域
整
備
貸
付
事
業
に
よ
る

は
地
域
整
備
貸
付
事
業
に
よ
る
もも

の
で
一
過
性
で
あ
り
、
平
成

の
で
一
過
性
で
あ
り
、
平
成

年年
１９１９

度
以
降
は
２
千
５
０
０
万
円
で

度
以
降
は
２
千
５
０
０
万
円
で
固固

定
的
に
推
移
す
る
も
の
と
予
測

定
的
に
推
移
す
る
も
の
と
予
測
ささ

れ
ま
す

れ
ま
す
。。

（9）

※傾向値等、詳しい内容は問い合わせください

平成23年度予測平成22年度予測平成21年度予測平成20年度予測平成19年度予測平成18年決算見込み財政収支

6,078,5886,096,6186,125,8306,170,3956,281,2466,392,118歳入合計（繰入金を除く)

6,357,8356,349,0636,346,5986,348,8596,531,0217,182,516歳出合計

△279,247△252,445△220,768△178,464△249,775△790,398歳入・歳出差引額

330,260609,507861,9521,082,7201,261,1841,510,959基金現在高

基金残高＝前年度末基金残高＋歳入・歳出差引額

虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞 虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

(単位：千円)
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こ
ん
な
仕
事
引
き
受
け
ま
す

公
共
的
・
公
益
的
な
団
体
で
す

の
で
、
収
益
を
目
的
と
し
て
い
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
仕
事
を
お
ま
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
。

酸
技
能
系

植
木
の
手
入
れ
、
大
工
、
塗
装
、

障
子
・
襖
は
り
等

酸
管
理
系

施
設
管
理
（
夜
間
含
む
）、
物
品

管
理
、
軽
作
業
、
清
掃
、
除
草
、

荷
づ
く
り
等

酸
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

人
の
世
話
、
家
事
手
伝
い
（
炊

事
、
洗
濯
、
布
団
干
し
、
買
い

物
、
犬
の
散
歩
等
）
留
守
番
、

室
内
清
掃
等

酸
事
務
系

一
般
事
務
、
賞
状
・
宛
名
書
き
、

文
書
整
理
、
台
帳
整
理
等

※
こ
の
他
に
も
お
引
き
受
け
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
年
の
途
中
に
入
会
さ
れ
て
も
会

費
の
変
更（
減
額
）は
あ
り
ま
せ

ん
。

纂
会
員
と
仕
事
の
関
係

会
員
の
希
望
に
添
っ
て
セ
ン
タ

ー
の
受
け
た
仕
事
に
就
業
。

※
希
望
職
種
を
限
定
さ
れ
ま
す
と

就
業
の
機
会
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

纂
会
員
の
配
分
金

１
か
月
間
に
成
し
遂
げ
た
仕
事

の
内
容
に
応
じ
た
額
。

※
配
分
金
と
は
就
業
者
の
給
与
に

相
当
し
ま
す
。

会
員
標
準
配
分
金（
実
働
6
時
間
）

会
員
募
集

会
員
は「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共

助
」
の
理
念
の
も
と
に
、
自
分
の

体
力
・
能
力
・
希
望
に
応
じ
て
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

纂
会
員
に
な
れ
る
方

・
町
在
住
の
概
ね

歳
以
上

歳

６０

７０

く
ら
い
ま
で
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
い
た
方

・
入
会
説
明
を
受
け
入
会
申
込
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方

（
理
事
会
の
入
会
承
認
が
必
要

で
す
）

纂
用
意
し
て
頂
く
も
の

・
配
分
金
振
込
先
銀
行
口
座
通
帳

の
写
し
（
本
人
名
義
、
支
店
名
、

口
座
番
号
記
載
の
ペ
ー
ジ
）

・
履
歴
書

纂
入
会
方
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ホ
ー
プ
館
」南

側
）
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

正
会
員
年
会
費

２
0
0
0
円

互
助
会
年
会
費

１
５
０
０
円

語語語語語語語語語語りりりりりりりりりり合合合合合合合合合合いいいいいいいいいいまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんんかかかかかかかかかか語り合いませんか外外外外外外外外外外外
新会員を募集しています（随時募集しています）

日 額作業内容（午前9時～午後4時）

4,000円～清掃、除草、雑役、一般事務等

4,500円～経理事務、伝票整理、家事手伝い等

5,000円～校正、税務事務、パソコン入力編集等

6,000円～植木、塗装、大工、運転、人の世話等

50円ペン書き １枚
宛
名
書
き

そ
の
他

100円毛筆 １枚

100円招待状

200円披露宴席札

3,000円～賞状書き（全文1枚）

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
、
技
能
を
有

し
て
い
る
高
年
齢
者
会
員
の
組
織

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
働
く
こ

と
を
通
じ
、
生
き
が
い
と
社
会
参

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
4
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度
は

設
立

周
年
を
迎
え
る
ま
で
に
な

15

り
ま
し
た
。

年
度
よ
り
会
員
互
助
会
の
各

17
種
愛
好
会
の
活
動
に
補
助
金
を
交

付
し
、
現
在
５
つ
の
愛
好
会
「
ゴ
ル

フ
、
将
棋
、
山
歩
き
、
カ
ラ
オ
ケ
、

川
釣
り
」
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
よ
り
一
層
会
員
相
互

の
親
睦
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
町
内
の
家
庭
、
事
業
所

及
び
町
等
の
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
ご
支
持
を
頂
き
、
受
注
が
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
会
員
数
も

現
在
で
は
2
4
0
名
を
超
え
、
皆

さ
ん
生
き
生
き
と
就
業
さ
れ
て
い

ま
す
。



仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間とととととととととと共共共共共共共共共共にににににににににに働働働働働働働働働働きききききききききき、、、、、、、、、、仲間と共に働き、
シルバー人材センターでは19年度

ー
か
ら
、
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
の
仕
事
や
病
院
で
の
清
掃

の
仕
事
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
は
公
園
の
草
取
り
や
落

ち
葉
清
掃
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
周
囲
の
方
々

は
皆
さ
ん
良
い
方
ば
か
り
で
、
今

日
ま
で
元
気
に
楽
し
く
こ
の
歳
に

な
っ
て
も
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

日
ご
ろ
は
近
所
の
方
の
お
誘
い

で
、
オ
カ
リ
ナ
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
趣
味
の
活
動
を
し
、
時
に
は
音

楽
会
等
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
互
助
会
の

新
年
会
や
研
修
旅
行
を
毎
年
楽
し

み
に
、
い
つ
も
す
す
ん
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
是
非
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
、
野
木
町
に
移
り
住
ん

で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

に
「
管
理
員
の
お
か
げ
で
気
持
ち

よ
く
駐
輪
場
が
利
用
で
き
る
ね
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
町
民
の
皆
様
、
い
つ
も
き

れ
い
な
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。皆

様
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
野
木

町
に
住
む
前
は
隣
の
古
河
市
で
商

売
一
途
に
半
世
紀
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
商
売
を
や
め
て
、

平
成

年
に
野
木
町
に
移
り
住
み
、

11

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

募
集
を
知
り
す
ぐ
会
員
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

会
員
の
声

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
て
9
年
に
な
り
ま
す
。

入
会
当
初
は
、
１
年
く
ら
い
と
思

っ
て
入
会
し
ま
し
た
が
、
事
務
局
・

会
員
の
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

の
雰
囲
気
も
良
か
っ
た
の
で
、
今

日
ま
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
私
は
、
野
木
駅
周
辺
の

駐
輪
場
管
理
の
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
僚
会
員

の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
、
雨
の
日
も
、

風
の
日
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

仕
事
の
頼
み
方

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
仕

事
を
頼
む
に
は
、
直
接
事
務
所
に

お
越
し
に
な
る
か
、
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

仕
事
を
お
受
け
し
た
場
合
の
料
金
例

シルバー人材センター会員募集

問 シルバー人材センター

緯(56)2137

姉(57)2054

植木
(1日、2人作業、手伝い1人)

お庭等の草取り
(1日、2人作業)

配分金
18,000円～

事務費(配分金の7％)
1,260円～

道具使用料等
1,740円～

運搬費
1,000円～

残滓処分費
1,000円～

配分金
9,000円～

事務費（配分金の7％）
630円～

諸雑費（軍手、ゴミ袋等）
370円～

運搬費
1,000円～

残滓処分費
1,000円～

合計 23,000円～合計 12,000円～

18年度上半期事業実績

【決算額】（４～９月）

69,964,185円収 入

65,025,715円支 出

203人就業実人数

236人会 員 数

職種別実績（４～９月）

契約金額(円)延人数件数職 種

18,007,6223,673203屋 外 作 業

17,435,2764,292115屋 内 作 業

11,685,1102,26941施設管理等

3,884,550491143植木剪定等

2,942,5481,49664
家 事 援 助
サ ー ビ ス

3,177,47745657
障子・襖張り
大工・塗装

88,560235運 転 業 務

1,355,14019512
毛筆・筆耕
夜 間 受 付

58,576,28312,895640計

受託件数内訳（４～９月）

契約金額(円)延人数件数区 分

29,823,2156,06478事 業 所

22,336,5355,70229公 共

6,416,6331,129243一 般 家 庭

58,576,38312,895350計

事業集計平均（４～９月）

167,361円1件当たりの請負金額

150,414円配分金
う
ち

10,528円事務費

4,083円1人1日当たりの配分金額

44,996円実就業者1人当たりの月額

86.00％就業率

小久保栄さん

江田美枝子さん

（11）

（18年12月1日現在）
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蛍光灯
葛水銀を適正に処理し、ガラス部分を再利用。

産不燃ごみの日に、不燃ごみの集積所に出す。（現在と変更なし）

産購入時の箱に入れ、透明又は白色半透明のビニール袋に入れて、できるだけ１か所にまとめる。

産他の不燃ごみと混合しない。 産割れた蛍光灯は透明又は白色半透明のビニール袋に入れる。

アスベスト含有家庭用品
葛国で公表した４７製品。日常生活においてはアスベストが飛散する恐れはないが、不燃ごみの破砕処理とは別

に埋立処分を行うため、他のごみと区別する。

産小山中央清掃センターで処理できるものは、４７製品のうち、次の３０製品

産不燃ごみの日に、不燃ごみの集積所に出す。（現在と変更なし）

産透明又は白色半透明のビニール袋に入れて、できるだけ１か所にまとめる。

産他の不燃ごみと混合しない。 産壊したり、分解しない。

産一辺が６０cm以上のもの（自転車は除く）は、“粗大ごみ”になるので、家庭ごみ収集計画表を参照。

産製造メーカー、製造年月（年式）に関わらず収集。

問 町環境交通課 緯（５７）４１３１

４月１日より、野木町（小山広域保健衛生組

合管内市町）では、「蛍光灯」及び「アスベスト含

有家庭用品」の廃棄物を分別収集することにな

ります。収集品目・出し方・出す場所・収集日

等について、概略を次のとおりお知らせします。
※詳細については、３月上旬にパンフレットを全戸配布します。

小山中央清掃センターより

纂４月１日より、物置等の搬入が制限されます
小山中央清掃センターには家庭から発生する“粗大ごみ”の中で次のものは搬入できません。

①物置、車庫葛木造及び組立式の物置で基礎を有するもの、組立式の車庫

②住宅用設備機器（工事の必要のあるもの）

葛浴槽、流し台、洗面台、便器、ボイラー、温水器（電気、ソーラー）、井戸ポンプ

※自分で交換しても持ち込めません。

処理方法 交換時に業者に引取ってもらうか、購入先や専門業者に相談してください。

纂４月１日より、事業系ごみ（事業活動に伴って生じた一般廃棄物）の処理手数料が改定されます
算小山中央清掃センター 現行１５円／kg 閣 改正後２５０円／１０kg

※10kg未満は四捨五入とする。ただし、１回の搬入時の総重量が、10kg未満のときは10kgとみなす。

算野木資源化センター 現行１５円／kg 閣 改正後１２５円／５kg

※5kgに満たない端数があるときは、その端数が2.5kg以上のときは5kgとし、2.5kgに満たないときはこれを

切り捨てる。ただし、１回の搬入時の総重量が、5kg未満のときは5kgとみなす。

問 小山中央清掃センター 緯０２８５（２４）３１９４

ファンヒーター(ガス・石油) /ストーブ(ガス・石油・電気)、パネルヒーター /アイロン /オーブントースター、トー
スター、 ロースター /オーブンレンジ(電気・ガス) /クッキングカッター /ジューサー、ミキサー /黒板ふきクリ
ーナー /照明器具、スタンド、蛍光灯安定器 /健康器具(乗馬型フィットネス、マッサージいす) /除湿乾燥機 /食器
洗い乾燥機 /衣類乾燥機、電気乾燥機 /掃除機、セントラルクリーナー /電気こたつ、電気あんか、足温器/コンロ、
電気コンロ /電気ポット /ドリルドライバー、電気かんな /ヘアドライヤー、ヘアカーラー /ミシン用フットコン
トローラー /自転車 /OHP、スライド映写機 /写真用引伸機 /換気扇 /タオル蒸し器 /電気炊飯器 /電気
鍋 /電磁調理器 /暖房いす /ガラス製まほうびんの中びん



私の住んでいる丸林地区には、駅を境に東西六か所にそれぞれ特

徴のある公園がありますのでご案内いたします。

東には駅東大通りをすぐ右に曲がると「愛宕公園①」、左に曲がる

と「丸山公園②」があります。愛宕公園には、シマウマや象などの動

物の造形があり、近所の子どもたちが楽しく遊んでいます。そして

丸山公園は、広々と明るい感じのする公園です。ここでは6～７年前

まで毎年8月に納涼祭が行われていました。納涼祭では「丸林お囃子

保存会」のメンバーをはじめとする町内各地のお囃子保存会の方々

が参加されて、日頃の腕を競い合いながら一段と祭りを盛り上げて

いました。しかし残念なことに近年は「お囃子」の後継者不足からせ

っかくの納涼祭も休止されているようです。次に駅東大通りに戻り

東へ約1娃を行った右方向に「都公園③」があります。ここには正面

に「都公園花の会」管理の花壇があり、四季折々の花が訪れた人々の

心を癒してくれる静かな公園と思われます。

続きまして駅西の案内に移ります。駅西大通りに面し駅からすぐ

南に「富士見公園④」があります。ここは私の住んでいる西下自治会

の地域にあたりますが、日曜日には結構親子連れが遊びに来ていま

す。しかし、花の咲く木が少なくちょっと寂しい雰囲気ですので、

もっと季節感の味わえる公園になることを期待しています。次に駅

西大通りを西に向かい右に曲がりますと「馬場公園⑤」が見えます。

ここは遊具のほかに築山もあり、子どもたちには結構喜ばれていま

す。また、夏には子どもみこしの会場になったり、西中自治会の納

涼祭も行われたりと地域の憩いの場として親しまれています。富士

見通りを北に向かい右側には「丸林中央公園⑥」がありますが、ここ

には野球場もあり学童たちが土日をはじめ日々練習に励み、元気な

声が聞こえてきます。平日には高齢者の方々が仲間とグラウンドゴ

ルフやターゲットバードゴルフなどを楽しんでいるようです。隣に

は丸林西会館もあり、主に西区自治会での各種会議の開催などに利

用されています。さらに一般開放日を設け卓球、将棋、カラオケ等

も楽しめるそうです。また、春には満開の桜の下でお花見をする人、

中央には噴水や池もあり、小高い山の傾斜にはつつじの花が見事に

咲き乱れます。松の木の下にあるベンチは、ちょっと散歩に来た人

たちの休憩の場として便利に利用されています。また、遊具も多く

設置されていますので、いつも町内外からたくさんの親子連れが遊

びに来ています。

以上、駆け足で丸林地区の公園を私なりに案内させて頂きました

が、皆さんも近くにある公園を歩いてみてはいかがでしょう。公園

は誰もがいつでも気楽に楽しめるスペースとして、一人ひとりが大

切にするよう心掛けていければ幸せなことと思います。
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学校施設開放

利用団体へ

地域スポーツ振興の一環として、

小中学校体育施設を一般開放します。

１９年度の利用を希望する団体は申請

書を提出してください。

利用資格

町在住在勤者で、スポーツ・レク

リエーションを継続的に行っている

成人を代表とする１０名以上で構成の

団体（施設の開放に関する規則によ

る）

利用施設

▼各小学校体育館・グラウンド（南赤

塚小はナイター可）▼野木中体育館・

第二体育館・武道館・グラウンド▼第

二中体育館（武道館含む）・グラウンド

利用種目

バスケット・バレーボール

バドミントン・ソフトバレー

インディアカ・卓球

レクリエーションスポーツ等・

柔道・剣道・武道関係等

サッカー等

申込期間 ２月８日～２３日

代表者会議 ３月１日（木）町公民館

午後６時３０分～

問町生涯学習課 緯(５７)４１８７

おはなし会

■

日 時 ２月２日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ２月１３日、２０日、２７日(火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ２月１７日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「ルパン三世」

日 時 ２月２４日（土）

午後２時～３時３０分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

朗読会

（図書館コンサート10）

朗読の会｢のぎく｣の皆さんによる

朗読会をお楽しみください。

日 時 ２月１７日（土）

午後６時３０分～（４０分程度）

会 場 １階フロア

朗読者 田中五十鈴さん、

星野治子さん 他

朗読の会「のぎく」の皆さん

題 目 新美南吉作

｢てぶくろを買いに｣

木下順二作

｢大工と鬼六｣

向田邦子作

落合恵子作 他４作品

対 象 小学生以上の町在住在勤者

申込方法

２月６日から図書館または電話で

定 員 先着３０名程度

おたのしみ

パネルシアター２

演 目

産大型絵本

『ぐるんぱのようちえん』

産パネルシアター

『うれしいひなまつり』

『おもいでのアルバム』

産ブラックパネルシアター

『おもちゃのチャチャチャ』

日 時 ３月３日（土）

午前１１時～１１時３０分

場 所 ２階ホール

入場無料（事前申込なし）

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸出ができ

ますのでご利用ください。

ただし、児童書中心でビデオの貸

出は行っていません。

２／２ 友沼小 １３：１５～１４：１５

２／８ 新橋小 １３：１５～１４：５０

２／１３ 佐川野小 １３：００～１４：００

２／２１ 南赤塚小 １３：３０～１４：３０

２／２２ 野木小 １３：１５～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞

産なぜ変える？教育基本法

（辻井喬（他）／編）

産布をつなぐ日々 （前田順子）

産躾が９割 （斎藤茂太）

産英語で読む日本史

（英文日本大事典／編）

産腐蝕生保 上・下 （高杉良）

産中原の虹 １・２ （浅田次郎）

産膠着 （今野敏）

＜児童書＞

産チャレンジミッケ外３・４

（ウォルター ウィック）

産おかねのタマゴ （岩間就暁）



生涯学習講演会
（兼青少年健全育成講演会）

生涯学習まちづくりを推進するた

め、講演会を開催いたします。ご来

場お待ちしています。

日 時 ２月１１日（日）

午後６時開場

午後６時３０分開演

場 所 エニスホール大ホール

演 題 いま、子どもたちは・・・

～私たちにできること・

しなければならないこと～

講 師 水谷修氏（夜回り先生）

プロフィール

１９５６年横浜市生まれ。上智大学文

学部哲学科卒業。教師生活のほとん

どを少年の非行・薬物問題に捧げ、

「夜回り」と呼ばれる深夜パトロール

を行いながら、若者の更正に尽力。

著書に「夜回り先生」「夜回り先生と

夜眠れない子どもたち」など。

入場無料

※手話通訳あり

問町生涯学習課 緯（５７)４１７６

フラダンス講座

文化協会民族舞踊部主催の初心者

対象講座です。素晴らしいフラの世

界にふれてみてはいかが。

日時・内容 プログラム参照

場 所 町公民館

対象者 町在住在勤者

募集人員 先着３０名

申込期間 ２月５日～９日

申込方法 町公民館へ

（６日からは電話でも）

受講料無料

問町生涯学習課 緯（５７）４１７７

文化を推進する

近隣交流会

野木町・古河市・境町の文化協会

による、交流会を開催します。両会

場とも入場無料です。ご来場お待ち

しています。

産展示発表会

日 時 ２月１７日（土）１８日（日）

午前９時３０分～午後４時３０分

場 所 エニスホール小ホール

内 容 書道・美術・写真等

産芸能発表会

日 時 ２月１８日（日）

午後１時３０分～４時１０分

場 所 エニスホール大ホール

内 容 芸能団体による発表

問町生涯学習課 緯（５７）４１７７

美術鑑賞講座

～近代美術へのいざない～

フランスを中心とした印象派から

エコール・ド・パリまでを、分かり

やすく説明します。森に囲まれた静

かな宇都宮美術館“シャガール そ

の愛のかけら”鑑賞で身も心もリフ

レッシュ！楽しく学習します。

日時・内容 プログラム参照

場 所 町公民館

講 師 洋画家 真瀬宏子先生

対象者 町在住者

募集人数 先着２０名

受講料 ２５００円（入館料、保険代等）

持参品 筆記用具

申込期間 ２月５日～９日

申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町生涯学習課 緯（５７）４１７８

第23回町バレー

ボール冬季大会

期 日 ２月２５日（日）

場 所 町体育センター

参加資格 町在住在勤者

種 目 一般男女６人制

婦人９人制

参加料 １チーム１０００円

（初参加は登録料３０００円）

申込期間 ２月１３日～２０日

問渋谷友子 緯（５７）０１６２
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ULTUREC

PORTSS

プログラム

内容日時回

・開講式
・基礎ステップ練習

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

２/１７（土）①

・基礎ステップ練習
・曲「月の夜は」練習

２/２４（土）②

３/１０（土）③

３/１７（土）④

・曲「月の夜は」総仕上げ
・閉講式

３/２４（土）⑤

※内容変更の場合もあります。

プログラム

内容日時回

・開講式
・印象派から
エコール・ド・パリまで

２/２０（火）
１４：００～１６：００

①

・20世紀美術について
３/６（火）

１３：３０～１５：３０
②

・現地学習（宇都宮美術館
/シャガール展他）
・閉講式

3/20（火）
８：３０～１７：００

③

※内容変更の場合もあります。
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町
民
の
皆
様
に

お
詫
び
い
た
し
ま
す

町
長

永
田

元
一

こ
の
度
の
町
幹
部
職
員
に
よ
る
不

祥
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
は
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、

幾
重
に
も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事

が
起
き
な
い
よ
う
速
や
か
に
制
度
の

見
直
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
を
は
じ
め
、
助
役
、
収
入
役
も

管
理
監
督
責
任
を
痛
感
し
、
私
に
お

き
ま
し
て
は
、
現
行
の
概
ね

％
給

３０

与
カ
ッ
ト
に
更
に

％
を
加
え
、

２０

５０

％
の
給
与
削
減
を
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
実
施
い
た
し
ま
す
。

助
役
、
収
入
役
お
い
て
は
、
現
行

の
概
ね
５
％
給
与
カ
ッ
ト
に

％
を

１０

加
え
、

％
の
給
与
削
減
を
１
月
か

１５

ら
２
月
ま
で
の
期
間
実
施
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
本
人
の
処
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
公
務
員
法
第

条
第
１

２９

項
第
１
号
第
２
号
及
び
第
３
号
に
抵

触
す
る
も
の
と
認
め
、

年

月

１８

１２

１１

日
発
令
で
懲
戒
免
職
処
分
を
い
た
し

ま
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

し
た
。

年
度
末
・
年
度
始
め
の

住
民
課
土
曜
臨
時
窓
口

町
で
は
、
平
日
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
方
の
た
め
と
、
窓
口
混
雑
解
消
の

た
め
、
部
分
的
に
土
曜
日
に
窓
口
を

開
き
ま
す
。

手
続
き
等
の
機
会
を
増
や
す
目
的

と
、
開
設
に
よ
る
効
果
及
び
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
で
す
。

※
確
認（
他
課
・
他
市
町
）が
必
要
な

業
務
に
つ
い
て
は
、
取
扱
い
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

開
設
日

３
月

日
３１

４
月
７
日
・

日
１４

開
設
時
間

午
前
８
時

分
～
正
午

３０

主
な
業
務

産
転
入
・
転
出
・
転
居
届
の
受
付

産
住
民
票
の
写
し
の
交
付
等

印
鑑
登
録
・
廃
止
の
申
請

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

税
証
明
の
交
付
（
取
扱
い
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

産
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
交
付
等

産
婚
姻
・
出
生
・
死
亡
届
等
の
戸
籍

届
出
の
受
領

産
外
国
人
登
録
等

問
町
住
民
課

緯（

）４
１
２
６

５７

野
木
町
企
業
誘
致
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

こ
の
条
例
は
、
野
木
町
へ
の
企
業

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
奨

励
措
置
を
講
じ
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

誘
致
地
域

工
業
専
用
地
域

工
業
地
域
及
び
準
工
業
地
域
等

対
象
施
設

工
場
、
研
究
所
等

た
だ
し
廃
棄
物
処
理
業
等
を
除
く

奨
励
金

産
施
設
設
置
奨
励
金

〈
交
付
要
件
〉

対
象
施
設
の
新
設
又
は
増
設
に
対

す
る
投
下
固
定
資
産
額
が
三
千
万

円
を
超
え
十
億
円
以
下
の
場
合
、

同
額
が
十
億
円
を
超
え
百
億
円
以

下
の
場
合
、
同
額
が
百
億
円
を
超

え
た
場
合
の
３
段
階

〈
交
付
額
〉

対
象
施
設
の
事
業
開
始
日
後
に
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
年

度
か
ら
３
年
間
の
各
年
度
の
固
定

資
産
税
相
当
額

〈
交
付
限
度
額
〉

交
付
要
件
の
３
段
階
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
三
千
万
円
、
一
億
二
千
万

円
、
十
億
円

産
用
地
取
得
奨
励
金

〈
交
付
要
件
〉

対
象
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
取

得
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
操
業
を

開
始
し
た
場
合

〈
交
付
額
〉

用
地
取
得
額
の
1
0
0
分
の

を
15

乗
じ
た
額

〈
交
付
限
度
額
〉

用
地
取
得
面
積
は
三
千
愛
以
上
と

し
、
一
億
五
千
万
円

※
借
地
借
家
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

た
事
業
者
が
、
当
該
用
地
を
取
得
す

る
場
合
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

産
借
地
借
家
奨
励
金

〈
交
付
要
件
〉

対
象
施
設
の
用
に
供
す
る
三
千
愛

以
上
の
土
地
又
は
延
べ
面
積
が
千

愛
以
上
の
家
屋
を
賃
借
し
た
場
合

〈
交
付
額
〉

対
象
施
設
が
操
業
を
開
始
し
た
日

の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
の
各
年
度

の
賃
借
料（
敷
金
等
除
く
）の
1
0

0
分
の

に
相
当
す
る
額

10

〈
交
付
限
度
額
〉

総
額
は
三
千
万
円

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
町
産
業
課

緯（

）４
１
５
３

57

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ



チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
の
一
部
を
補
助

町
で
は
、
交
通
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
、
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
新

し
く
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
さ

れ
た
方
に
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者

①
保
護
者（
養
育
者
）及
び
乳
幼
児
が

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト（
中
古
品
除
く
）を
購
入

さ
れ
た
方

補
助
額

①
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る

②
購
入
費
用（
消
費
税
込
）の
３
分
の

１（
１
台
に
つ
き
限
度
額
１
万
円
）

申
請
書
に
添
付
す
る
も
の

①
領
収
書
（
品
名
・
製
造
番
号
が
記

載
）ま
た
は
レ
シ
ー
ト
等（
店
名
・

品
名
が
記
載
）

②
品
質
保
証
書
、
製
造
元
・
品
名
等

が
確
認
で
き
る
書
類

③
預
金
通
帳
（
申
請
者（
保
護
者
）本

人
の
も
の
）

④
印
鑑

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
２

５７

浄
化
槽
の
保
守
点
検

浄
化
槽
を
正
常
に
機
能
さ
せ
良
好

な
状
態
に
保
つ
た
め
に
、
浄
化
槽
設

置
者
は
浄
化
槽
法
に
よ
り
保
守
点

検
・
検
査
を
定
期
的
に
行
う
義
務
が

あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は

県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
業
者
に
委

託
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
花
県
浄
化
槽
協
会

緯
０
２
８（
６
３
３
）１
６
５
０

町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
１

５７

生
垣
で
緑
化
し
ま
せ
ん
か

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

町
で
は
、
緑
の
あ
る
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
宅
地
の

道
路
面
等
に
生
垣
を
設
置
さ
れ
る
方

に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
対
象
と
な
る
生
垣
は
、
こ
れ

か
ら
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
高
さ
等

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
事
業
予
定
額
に
達
し
た
場
合
は
、

受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
町
都
市
計
画
課
緯（

）４
１
６
１

５７

国
際
交
流
協
会
よ
り

国
際
理
解
シ
リ
ー
ズ

会
話
一
日
集
中
教
室

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
、
日
常
会

話
初
歩
を
練
習
し
ま
す
。

日

時
２
月

日（
土
）ス
ペ
イ
ン
語
編

１７

２
月

日（
土
）韓
国
語
編

２４

午
後
１
時
～
４
時

分
３０

場

所

町
公
民
館

定

員

各

名（
先
着
順
）

１０

（
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
も
可
）

対
象
者

町
在
住
在
勤
者

参
加
費

各
５
０
０
円

（
開
催
当
日
支
払
）

講

師

外
国
人
講
師
予
定

申
込
受
付

２
月
８
日
～

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
事
務
局
へ

身
近
な
国
際
交
流
の
第
一
歩

英
会
話
初
級
教
室

英
会
話
に
親
し
む
機
会
を
設
け
、

国
際
交
流
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
初
心
者
を
対
象
に
、
あ

い
さ
つ
な
ど
の
日
常
会
話
中
心
の
英

会
話
初
級
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

２
月

日
、

日

１５

２２

３
月
１
日
、
８
日
（
木
）

全
４
回

午
後
７
時
～
８
時

分
３０

場

所

町
公
民
館

講

師

外
国
人
講
師
予
定

対
象
者

町
在
住
在
勤
者

定

員

名（
先
着
順
）

１０

参
加
料

５
０
０
円

（
開
催
日
当
日
支
払
）

申
込
受
付

２
月
８
日
～

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
事
務
局
へ

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
総
務
課
）

緯（

）４
１
１
１

５７

お知らせ
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（18）（18）

年
分
所
得
の
申
告
相
談

１８
年
分
所
得
の
申
告
相
談
を
左
表

１８
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

表
中
の
指
定
日
に
都
合
の
悪
い
方

は
、
次
の
期
間
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

期

間
３
月
９
日（
金
）～

日（
木
）

１５

（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～

時
１１

午
後
１
時
～
４
時

会

場

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

酸
町
県
民
税
の
申
告
書
は
送
付
し
ま

せ
ん
。（
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
の
作
成
、

印
刷
を
す
る
た
め
で
す
。
事
前
に
必

要
な
方
は
、
町
税
務
課
に
備
え
付
け

の
も
の
を
利
用
く
だ
さ
い
）

酸

年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で

１８
も
、
国
民
健
康
保
険
税
や
所
得
証
明

な
ど
の
課
税
資
料
等
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

当
日
、持
参
す
る
も
の

①
印
鑑（
認
印
）

②
源
泉
徴
収
票（
原
本
）な
ど
所
得
金

額
を
証
明
す
る
書
類

③
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

国
民
年
金
な
ど
の
領
収
書
、
又
は

控
除
証
明
書
等

④
支
払
生
命
保
険
料（
一
般
・
個
人
年

金
保
険
料
等
）の
控
除
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

額
医
療
費
の
領
収
書
、
補
て
ん
金
額

の
分
か
る
も
の

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方

額
障
害
者
手
帳
等

⑦
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
方

額
寄
付
を
行
っ
た
際
の
領
収
書
等

⑧
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

額
控
除
証
明
書
等

⑨
給
与
・
年
金
所
得
以
外
の
方

額
収
入
及
び
経
費
を
記
帳
・
計
算
し

た
も
の

⑩
所
得
税（
国
税
）の
還
付
を
受
け
る
方

額
本
人
名
義
の
通
帳
の
金
融
機
関
名
、

口
座
番
号

⑪
学
生
の
方
額
学
生
証

⑫
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の

※
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
等
の

あ
る
方
は
、「
収
支
内
訳
書
」
に
記
入

し
持
参
い
た
だ
か
な
い
と
、
申
告
受

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
等
の
あ

る
方
で
、
固
定
資
産
税
を
経
費
算
入

す
る
場
合
は
、「
固
定
資
産
税
土
地
・

家
屋
課
税
明
細
書
」
を
持
参
く
だ
さ

い
。

茅

茅

茅

☆
青
色
申
告
、
譲
渡
所
得
（
株
式
、

土
地
・
建
物
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
）、

外
国
税
額
控
除
、
損
失
申
告
等
の
申

告
を
さ
れ
る
方
は
、
税
務
署
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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日程表 （会場：役場新館２階大会議室）

受付時間自治会名等期日

午前９時～１１時本新田、下影、角新田２/１６

(金) 午後１時～４時上羽ヶ田、中古屋、友下、友西

午前９時～１１時松原１、２、３２/１９

(月) 午後１時～４時松原４東

午前９時～１１時松原４西２/２０

(火) 午後１時～４時新橋西１、２、３

午前９時～１１時新橋東１、２、３２/２１

(水) 午後１時～４時卯ノ木１、２

午前９時～１１時野木１の１、１の２、２２/２２

(木) 午後１時～４時野木３、４、５、６、野木原

午前９時～１１時野渡１、２の１、２の２、３２/２３

(金) 午後１時～４時野渡４、５、６、富岡、狐塚１、２、陽光台

午前９時～１１時矢畑、中根、御門、座又、行家２/２６

(月) 午後１時～４時北斗、中之内

午前９時～１１時篠山、中谷２/２７

(火) 午後１時～４時丸林東上

午前９時～１１時丸林西上２/２８

(水) 午後１時～４時丸林東中

午前９時～１１時丸林西中１、２３/１

(木) 午後１時～４時丸林西中３、４

午前９時～１１時丸林東下１、２、３３/２

(金) 午後１時～４時丸林東下４、５

午前９時～１１時丸林西下、プレシーン３/５

(月) 午後１時～４時柴山１、２、潤島１

午前９時～１１時大塚１、２３/６

(火) 午後１時～４時潤島２、３

午前９時～１１時潤島４３/７

(水) 午後１時～４時若林

午前９時～１１時佐川野３/８

(木) 午後１時～４時川田



☆
病
気
や
身
体
の
不
自
由
等
の
理
由

で
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
町
税
務

課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

算
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用

要
件
・
必
要
書
類
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
税
務
署
又
は
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
確
定
申
告
情
報
）な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

算
栃
木
税
務
署
で
は
、
還
付
申
告
を

１
月
４
日
か
ら
受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
２
月
５
日
～
３
月

日
ま

１５

で（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）の
申
告
会
場

は
、
栃
木
商
工
会
議
所
で
す
。

問
所
得
税
は
、
栃
木
税
務
署

緯
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は
、

町
税
務
課

緯（

）４
１
２
２

５７

栃
木
税
務
署
よ
り

胸
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
税

１８
務
署
で
の
相
談
及
び
申
告
書
受
付
は
、

２
月
５
日
か
ら
３
月

日
ま
で
で
す
。

１５

（
会
場
は
、栃
木
商
工
会
議
所
）

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
会
場
が

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
閉
庁
日（
土
・
日
・
祝
日
等
）

は
、
相
談
及
び
申
告
書
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵
送
又

は
時
間
外
収
受
箱
に
投
函
し
、
提
出

で
き
ま
す
。

胸
贈
与
税
の
申
告
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

年
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、
３

１８
月

日
が
申
告
・
納
付
の
期
限
と
な

１５
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
振
替
納
税
の
ご
利
用
を

納
税
に
は
安
全
・
便
利
な
振
替
納

税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
…

・
指
定
し
た
金
融
機
関
口
座
か
ら
自

動
的
に
税
金
を
納
付
す
る
制
度
で
す
。

う
っ
か
り
期
限
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
振
替
日
前
日
ま
で
に
は

残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
税
の
た
め
に
現
金
を
持
ち
歩
く

必
要
が
な
い
の
で
、
安
全
で
便
利
で

す
。

・
振
替
納
税
利
用
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
に
用
意
し
て
あ
る
「
預
貯
金
口

座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
金

融
機
関
口
座
の
届
出
印
を
押
し
、
税

務
署
又
は
金
融
機
関
に
提
出
す
る
だ

け
で
す
。

な
お
、
一
度
提
出
す
れ
ば
以
後
の

納
税
に
つ
い
て
も
継
続
し
ま
す
。

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納

付
書
送
付
依
頼
書
」
の
様
式
は
、
国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
振
替
日
は
、
申
告
所
得
税
は
４
月

日
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

２０地
方
消
費
税
は
４
月

日
で
す
。

２６

胸
申
告
書
の
作
成
・
情
報
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。
入
力
画
面
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
必
要
項
目
を
入

力
し
、
印
刷
す
る
こ
と
に
よ
り
申
告

書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
作

成
し
た
申
告
書
等
は
、
添
付
書
類
と

と
も
に
、
郵
送
な
ど
で
税
務
署
に
提

出
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

問
栃
木
税
務
署

緯
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

年
度

19住
民
税（
町
県
民
税
）の

試
算
が
で
き
ま
す

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

年
度
は
税
源
移
譲
等
に
よ
る
税
制

１９改
正
に
よ
っ
て
、
住
民
税
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
地

方
税
務
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
上

に『
住
民
税
税
額
試
算
コ
ー
ナ
ー
』が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

上
の「
住
民
税
税
額
試
算
コ
ー
ナ
ー
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

掲
載
期
間
は
２
月
１
日
か
ら
７
月
末

日
ま
で
で
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

問
町
税
務
課

緯（

）４
１
２
２

５７

お知らせ

（19）

h
ttp
://w
w
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（20）

国
民
年
金
よ
り

口
座
振
替
が
お
得
で
す

メ
リ
ッ
ト
は
・
・
・

・
納
付
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な

く
な
る
。

・
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
。

・
納
め
る
た
め
に
出
か
け
る
必
要
が

な
く
な
る
。

産
お
得
な
割
引

早
割
制
度

口
座
振
替
の
翌
月
末
日
振
替
で
は

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
毎
月
前
納

早
割
制
度
」
の
当
月
末
日
振
替
に
す

る
と
、
1
か
月
あ
た
り

円
の
割
引

５０

が
あ
り
ま
す
。

産
割
引
が
さ
ら
に

前
納
制
度

前
納
に
は
、「
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
」
と
「
納
付
書（
現
金
）で
納
め
る

前
納
」
が
あ
り
ま
す
が
、
口
座
振
替

の
方
が
お
得
で
す
。
金
融
機
関
又
は

社
会
保
険
事
務
所
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
又
は
納
付
書

・
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印

※
申
込
用
紙
は
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

U
R
L

※
口
座
振
替
の
前
納
は
、
3
月
末
ま

で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が

完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
2
月

中
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

電
話
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に

関
す
る
各
種
証
明
書
等
の
交
付
（
再

交
付
）
申
請
の
電
話
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。
郵
送
ま
た
は
窓
口
受
付
も

従
来
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
各
種
証
明
書
等

①
源
泉
徴
収
票

②
準
確
定
申
告
用
源
泉
徴
収
票

③
改
定
通
知
書

④
振
込
通
知
書

交
付（
再
交
付
）対
象
者
の
範
囲

電
話
に
よ
る
受
付
は
、
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、
本
人
を
対
象
と

し
ま
す
。
な
お
、
本
人
申
請
が
困
難

な
た
め
、
配
偶
者
が
申
請
を
行
う
場

合
に
は
、
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

証
明
書
等
は
、
本
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
。

※
電
話
申
請
で
は
、
申
請
者
確
認
の

た
め
、
次
の
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
年
金
証
書
等
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
者
が
本
人
の
場
合

・
基
礎
年
金
番
号
、
年
金
コ
ー
ド

・
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所

・
支
払
機
関
名

※
本
人
以
外
の
申
請
等
、
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０（

）１
１
６
５

０７

栃
木
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）６
０
７
４

２２

町
保
健
年
金
課
緯（

）４
１
３
７

５７

町
の
老
人
医
療
費
の
現
状

年
度
の
野
木
町
の
１
人
当
た
り

１７
の
老
人
医
療
費
は

万
３
千
１
１
３

７１

円
で

年
度
に
比
べ
２
・

％
の
減

１６

１１

少
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内

市
町

３３

中
ワ
ー
ス
ト
８
位
で
す
。

医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
病
気
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

産
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け

・
か
け
も
ち
受
診
は
や
め
る

・
時
間
外
、
休
日
受
診
は
な
る
べ
く

避
け
る

・
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や

め
る

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
指
示
を
守

る
・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
る

問
町
保
健
年
金
課
緯（

）４
１
３
６

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

h
ttp
://w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

老人一人当たりの医療費の状況 (単位：円)

診 療 費老人医療費

全 国栃木県野木町全 国栃木県野木町

617,900553,156571,859752,721654,488733,20215年度

636,417569,317564,765780,206679,370728,50616年度

-593,011541,937-712,753713,11317年度

医療費支給費調 剤 費

全 国栃木県野木町全 国栃木県野木町

8,6687,3265,97795,02868,904122,18815年度

9,0817,3825,717102,06275,677125,55116年度

-7,4205,513-84,186135,21417年度

用
語
の
説
明

診
療
費
額
入
院
・
入
院
外
・
歯
科
の
合
計

調
剤
費
額
医
師
の
処
方
せ
ん
に
基
づ
く
薬
代

医
療
費
支
給
費
額
医
療
に
関
し
て
本
人
が
負
担

し
た
も
の（
一
部
負
担
金
を
除
く
）の
う
ち
町
で

払
い
戻
し
た
も
の

※
全
国
の

年
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
発
表
さ
れ

17

て
い
ま
せ
ん
。



麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

以
前
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
定

期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

の
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の
経
過

措
置
に
つ
い
て
は
、
３
月

日
ま
で

３１

が
期
限
で
す
の
で
、
該
当
す
る
方
で

接
種
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
期
限

ま
で
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
経
過
措
置
の
対
象
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

保
育
士
嘱
託
員
募
集

町
で
は
、
丸
林
保
育
所
及
び
分
園

の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
採
用

し
ま
す
。

募
集
人
数

若
干
名

仕
事
内
容

保
育
に
か
け
る
児
童
の
保
育

賃
金
・
採
用
期
間

町
保
育
士
嘱
託
員
の
定
め
に
よ
る

勤
務
時
間

１
日
８
時
間
又
は
週

時
間
以
内

４０

応
募
資
格

保
育
士
資
格
所
有
者（
見
込
者
）

受
付
期
限

２
月

日
ま
で

２３

提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
写
真
添
付
）

保
育
士
証
の
写
し

問
町
立
丸
林
保
育
所緯（

）１
７
０
８

５６

な
わ
と
び
大
会

日

時

３
月
３
日（
土
）

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

場

所

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
在
住
小
学
生
（
三
国
サ

ミ
ッ
ト
市
町
小
学
生
可
）

募
集
人
員

先
着

名
２０

参
加
費

１
人
１
０
０
円

（
申
込
後
の
返
金
は
不
可
）

申
込
期
間

２
月

日
～

日

１０

１７

（
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
セ
ン
タ
ー
へ

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

緯（

）１
４
４
０

５４

渡
良
瀬
遊
水
地

フ
ォ
ト
コ
ン

巡
回
展

０６

渡
良
瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自
然
を

表
現
し
た
写
真
の
本
年
度
入
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間

２
月

日（
火
）～

日（
木
）

１３

２２

午
前
８
時

分
～
午
後
９
時

分

３０

４５

展
示
場
所

町
公
民
館
２
F
ロ
ビ
ー

展
示
作
品

最
優
秀
賞
、
町
長
賞
等
全

点
６８

問
町
企
画
財
政
課
緯（

）４
１
３
３

５７

年
度

１８シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

第
２
種
金
属
加
工

（
刃
物
研
ぎ
）講
習

実
施
日

３
月
７
日（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

内

容

金
属
加
工（
刃
物
研
ぎ
）の

基
礎
知
識

場

所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
者

・
概
ね

歳
以
上
の
町
在
住
者
で
、

６０

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員

登
録
し
て
就
業
希
望
の
方

定

員

先
着

名
３０

受
講
料

無
料

申
込
期
限

２
月

日
２０

午
後
４
時
ま
で

申
込
方
法

直
接
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
不
可
）

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

緯（

）２
１
３
７

５６

お知らせ

（21）

麻しん風しん経過措置の対象者

接種期間接種ワクチン接種歴等対象年齢等

３/３１まで

麻しんの
単独ワクチン

・麻しんの予防接種を
していない

・麻しんにかかった
ことがない

生後２４月から生後９０月
未満で定期（第２期）の
対象ではない方

風しんの
単独ワクチン

・風しんの予防接種を
していない

・風しんにかかった
ことがない

内 容スケジュール

金属加工の
基礎知識

９：００
～１０：００

刃物研ぎ実技
１０：００
～１２：００

昼食
１２：００
～１３：００

刃物研ぎ実技
１３：００
～１６：００



（22）（22）

年
度
学
童
保
育
児
童
募
集

１９
保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
学
童
保

育
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

学
童
保
育
は
、
町
が
運
営
す
る
も

の
と
、
民
間
に
委
託
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

内

容
下
校
後
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の

児
童
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
提

供
し
て
、
仲
間
と
仲
良
く
元
気
に

ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
指
導
援
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童

町
在
住
の
小
学
校
１
～
３
年
生
で
、

下
校
後
５
時
過
ぎ
ま
で
保
護
者
が

就
労
等
に
よ
り
常
時
留
守
の
家
庭

で
、
保
育
施
設
に
通
え
る
児
童
で

す
。
た
だ
し
、
４
年
生
以
上
で
も

必
要
な
ら
ば
対
象
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

新
橋
児
童
館
学
童
保
育

保
育
時
間

月
～
土
曜
日
の（
た
だ
し
、
第
２
・

４
土
曜
日
は
除
く
）

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で

開
設
場
所

新
橋
児
童
館
児
童
ク
ラ
ブ
室

定
員

約

人
４０

関
係
書
類

２
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
町
健

康
福
祉
課
及
び
新
橋
児
童
館
で
配

布
し
ま
す
。

と
も
ぬ
ま
学
童
保
育

保
育
時
間

月
～
金
曜
日
の

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で

開
設
場
所

と
も
ぬ
ま
学
童
保
育
室

（
友
沼
小
学
校
）

定
員

約

人
２０

関
係
書
類

２
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
町
健

康
福
祉
課
及
び
と
も
ぬ
ま
学
童
保

育
室
で
配
布
し
ま
す
。

さ
が
わ
の
学
童
保
育

保
育
時
間

月
～
金
曜
日
の

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で

開
設
場
所

さ
が
わ
の
学
童
保
育
室

（
佐
川
野
小
学
校
）

定
員

約

人
１５

関
係
書
類

２
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
町
健

康
福
祉
課
及
び
さ
が
わ
の
学
童
保

育
室
で
配
布
し
ま
す
。

の
ぎ
学
童
保
育
（
４
月
開
設
予
定
）

保
育
時
間

月
～
金
曜
日
の

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で

開
設
場
所

野
木
学
童
ク
ラ
ブ
館

定
員

約

人
２０

関
係
書
類

２
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
町
健

康
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

２
月

日
～

日

１４

２８

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問
町
健
康
福
祉
課

緯（

）４
１
７
２

５７

親
子
ク
ラ
ブ

保
育
時
間

月
～
土
曜
日
の

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時

分
ま
で

４５

（
た
だ
し
、土
曜
日
は
午
後
５
時
３０

分
ま
で
）

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
７
時

分
か
ら
午
後
６
時

分
ま
で

３０

４５

開
設
場
所

南
赤
塚
７
７
８
‐
４０

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
内

児
童
ク
ラ
ブ
室

定
員

約

人
５０

受
付
期
間

２
月

日
ま
で

２８

問
親
子
ク
ラ
ブ
指
導
員

細
川
道
代

緯（

）１
４
４
０

５４
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や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ

保
育
時
間

月
～
金
曜
日
の

・
下
校
時
か
ら
午
後
６
時

分
ま
で

３０

・
学
校
が
休
み
の
日
は
、
午
前
７
時

分
か
ら
午
後
６
時

分
ま
で

３０

３０

開
設
場
所

丸
林
２
８
３
‐
１０

（
駅
西
ば
ら
公
園
隣
り
の
民
家
）

定
員

約

人
２５

受
付
期
間

３
月

日
ま
で

３１

問
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
指
導
員

増
田
麻
美
子

緯（

）１
７
８
０

５７

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会

県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
の
手
続
を

促
す
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

期

間

2
月
1
日
～

日
28

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

場

所

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容

相
続
に
関
す
る
事
項

相
談
料

無
料

問
県
司
法
書
士
会

緯
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

谷
中
湖
干
し
上
げ
に
つ
い
て

谷
中
湖（
渡
良
瀬
貯
水
池
）で
は
、

水
質
改
善
効
果
が
確
認
で
き
た
た
め
、

今
年
も
水
位
低
下
・
干
し
上
げ
を
1

月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬
頃
ま
で
実
施

し
ま
す
。

谷
中
湖
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

干
し
上
げ
と
は
？

渡
良
瀬
貯
水
池
最
低
水
位
（
Ｙ
Ｐ

８
・
５
斡
）
よ
り

唖
下
げ
る
こ
と

２０

を
言
い
、
満
水
時
の
約

％
の
水
面

２０

が
残
り
ま
す
。

問
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

緯
０
４
８
０（

）３
９
５
９

５２

小
中
学
校
非
常
勤
講
師
募
集

小
・
中
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿

に
登
録
し
て
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の

上
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
採
用
し
ま

す
。

仕
事
内
容

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導

及
び
生
活
指
導

賃

金

時
給
１
０
２
０
円

採
用
期
間

１
年
間

勤
務
時
間

１
日
５
時
間
（
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
勤
務
が
原
則
）

応
募
資
格

教
員
免
許
所
有
者

ま
た
は
取
得
予
定
者

受
付
期
限

２
月

日
ま
で

２８

提
出
書
類

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
写
真

添
付
）

②
教
員
免
許
状
写
し

問
町
学
校
教
育
課
緯（

）４
１
８
２

57

学
悠
館
高
等
学
校
生
徒
募
集

県
立
学
悠
館
高
等
学
校
（
昼
夜
間

開
講
の
単
位
制
高
校
）
は
、
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
生
徒
を
待
っ

て
い
ま
す
。

募
集
定
員

産
フ
レ
ッ
ク
ス
特
別
選
抜
・
入
学
者

選
抜

Ⅰ
部（
午
前
）

普
通
科

名
８０

Ⅱ
部（
午
後
）

普
通
科

名
８０

Ⅲ
部（
夜
間
）

普
通
科

名
４０

商
業
科

名
４０

産
転
編
入
学
者
選
抜

名
６０

（
高
等
学
校
の
単
位
を
有
す
る
者
）

産
通
信
制
課
程

総
定
員

普
通
科

４
０
０
名

※
入
試
関
係
書
類
請
求
先
・
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
先

県
立
学
悠
館
高
等
学
校

〒
３
２
８
‐
８
５
５
８

栃
木
市
河
合
町

‐
２

１２

緯
０
２
８
２（

）７
０
７
３

２０

姉
０
２
８
２（

）９
２
９
９

２４

死Ｕ
Ｒ
Ｌ

お知らせ
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県
労
政
課
よ
り

若
者
就
業
体
験
事
業

受
講
生
・
受
入
企
業
募
集

県
で
は
、
就
職
希
望
の
若
者
が
企

業
に
お
い
て
職
場
実
習
を
行
う
「
若

者
就
業
体
験
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
体
験
希
望
の
若
者
・
受
入
協

力
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
対
象

歳
未
満
の
求
職
者

３５

受
入
企
業

受
講
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
県
内
企
業

研
修
期
間

５
～

日
間

１０

体
験
先

受
講
希
望
者
と
企
業
が
面
談
し
、

合
意
の
上
決
定

就
職
基
礎
能
力
速
成
講
座

受
講
生
募
集

県
で
は
、
就
職
に
役
立
つ
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
「
就
職
基
礎
能

力
速
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
対
象

歳
未
満
の
求
職
者

３５（
学
生
・
生
徒
は
除
く
）

日

程
２
月

日（
月
）～
３
月
２
日（
金
）

１９

の
土
・
日
除
く

日
間

１０

場

所
Ｔ
Ｂ
Ｃ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

宇
都
宮
市
南
大
通
り
２
‐
１
‐
２

定

員

先
着

名
２０

受
講
料

無
料

内

容
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
就
職
活
動
の
心

構
え
な
ど
。鴨

鴨

鴨

申
込
方
法

申
込
書
を
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
又

は
持
参
す
る
。

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ（
わ
く
わ
く
）と
ち

ぎ
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
先

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２０

県
庁
南
庁
舎
２
号
館
１
階

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

緯
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

姉
０
２
８（
６
０
０
）６
７
０
８

死

Ｕ
Ｒ
Ｌ

問
県
労
政
課

緯
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

茨
城
県
立
古
河
第
一
高
等
学
校

年
度
定
時
制
生
徒
募
集

１９算
編
入
学

応
募
資
格

以
前
、
高
等
学
校
に
在
学
し
、
中

途
退
学
し
た
方
。
少
な
く
と
も
１
学

年
は
終
了
し
て
い
る
こ
と
。

募
集
学
科

普
通
科（
２
年
生
以
上
へ
編
入
）

試
験
科
目

英
語
・
国
語
・
数
学
・
面
接

（
成
人
者
は
作
文
・
面
接
で
も
可
）

受
付
期
間

２
月

日
ま
で

２０

試
験
日

３
月

日（
月
）

１２

算
成
人
特
例
入
学
制
度

満

歳
以
上
で
義
務
教
育
を
終
了

２０

し
た
方
が
、
学
科
試
験
を
受
け
ず
に

入
学
を
可
能
に
す
る
制
度
で
す
。
試

験
は
、
学
習
意
欲
と
適
性
を
判
断
す

る
作
文
と
面
接
だ
け
で
す
。

応
募
学
科

普
通
科

願
書
提
出
日

２
月
２
日
・
５
日
・
６
日

試
験
日

３
月
７
日（
水
）

問
古
河
一
高
定
時
制

（
午
後
１
時
～
９
時
）

緯（

）０
４
３
４

３２

県
立
県
南
高
等
産
業
技
術
学
校

技
能
講
習
会

講
座
名

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ（
３
次
元
）

募
集
定
員

名
１０

実
施
期
間

２
月

日（
水
）～

日（
金
）

２１

２３

受
講
料

３
４
３
０
円

※
応
募
状
況
に
よ
り
、
内
容
、
時
期

等
を
変
更
又
は
中
止
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電
話
等
で
確
認

し
て
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
南
高
等
産
業
技
術
学
校

緯
０
２
８
４（

）０
８
０
３

９１

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

to
ch
ig
i-sh
u
sh
o
k
u
1

@
siriu
s.o
cn
.jp

h
ttp
://w
w
w
.to
ch
ig
i-w
o
rk
2
.

n
et/

お
詫
び
と
訂
正

１
月
号
の
町
長
の
新
年
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
、「
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
」
と
表
記

す
べ
き
所
を
、
誤
っ
て
「
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」

と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



上
水
道
の
水
質
検
査
結
果

町
で
は
、
安
心
で
快
適
な
水
道
水

の
供
給
の
た
め
、
毎
月
上
水
道
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基
準
に
す

べ
て
適
合
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
町
水
道
課

緯（

）４
１
４
６

５７

思
川
浄
水
場（
検
査
機
関
）

緯（

）０
０
３
８

５６

思
川
浄
水
場
よ
り

浄
水
場
受
変
電
設
備
定
期
点
検
の

た
め
、
次
の
日
時
に
水
道
圧
力
が
低

下
す
る
地
域
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

日

時
２
月

日（
水
）

１４

午
後

時
～
翌
朝
午
前
５
時

１１

問
思
川
浄
水
場

緯（

）０
０
３
８

５６

下
水
道
排
水
設
備
の
接
続

は
指
定
工
事
店
・
管
理
は

自
分
で

公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ

よ
う
に
な
っ
た
所
は
、
下
水
道
法
に

よ
り
３
年
以
内
に
接
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
接
続
工

事
は
、
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
近
、
排
水
設
備
の
定
期
点
検
・

清
掃
な
ど
に
つ
い
て
、
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
る
業
者
が
い
ま
す
が
、
町

で
は
業
者
に
委
託
・
あ
っ
せ
ん
な
ど

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
宅
地
内
の
下

水
道
管
の
管
理
は
、
各
個
人
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
業
者
に
点
検
・
清

掃
を
委
託
す
る
場
合
は
、
必
要
性
や

料
金
の
確
認
を
し
、
自
己
責
任
に
お

い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
町
下
水
道
課

緯（

）４
１
６
４

５７

お知らせ

人

権

標

語

や
め
よ
う
よ

い
じ
め
や
差
別

悲
し
い
ね

南
赤
塚
小
学
校

石
塚

い

し

づ

か

真
柚

ま

ゆ

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
下
水
道
課
緯（

）４
１
６
５

５７

（25）

水質基準値愛宕公園馬場公園

100個/悪以下00一般細菌

検出されないこと不検出不検出大腸菌

10葵/渥以下2.882.95硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

0.3葵/渥以下0.01未満0.01未満鉄及びその化合物

0.05葵/渥以下0.0050.005マンガン及びその化合物

200葵/渥以下17.316.4塩化物イオン

300葵/渥以下57.857.8カルシウム・マグネシウム等(硬度)

500葵/渥以下134130蒸発残留物

5葵/渥以下0.50.4有機物（全有機炭素（TOC）の量）

5.8以上8.6以下7.06.9ph値

5度以下00色度

2度以下0.05未満0.05未満濁度

1葵/渥以下0.60.5残留塩素

随時（水質検査項目） 18年11月14日採取

水質基準値愛宕公園馬場公園

0.01葵/渥以下0.001未満0.001未満鉛及びその化合物

―0.02未満0.02未満アンモニア性窒素

採取場所
項 目

採取場所
項 目

工工期：３月下旬ま工期：３月下旬までで

舗装復旧工舗装復旧工事事

工
事
中
は
、
通
行
等
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



（26）

古
河
市

算
古
河
文
学
館
企
画
展

「
生
誕
1
0
0
年
和
田
芳
惠
展
」

直
木
賞
作
家
で
、
樋
口
一
葉
研
究
で
も
著
名
な

和
田
芳
惠
は
、
読
売
文
学
賞
受
賞
作「
接
木
の
台
」

を
古
河
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。
生
誕
1
0
0
年
と

没
後

年
を
記
念
し
、
和
田
芳
惠
の
足
跡
を
た
ど

30

り
ま
す
。

期

間

3
月

日（
日
）ま
で

18

午
前
9
時
～
午
後
5
時

入
館
料

大
人
2
0
0
円

小
中
高
生
5
0
円

休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
第
4
金
曜
日

問
古
河
文
学
館

緯（

）1
1
2
9

21

北
川
辺
町

算「
い
き
い
き
学
び
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
７
」開
催

学
習
成
果
の
発
表
と
生
涯
学
習
の
普
及
啓
発
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

３
月

日（
土
）・

（
日
）

１０

１１

時

間

午
前

時
～

１０

場

所
北
川
辺
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
の
り
」

内

容

・
親
子
ふ
れ
あ
い
鑑
賞
会

・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

・
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー

問
北
川
辺
町
教
育
委
員
会

緯（

）１
７
１
０

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



子どもの笑顔

私たちの身体は約６０兆個の細胞で作られてお

り、常に新陳代謝を繰り返しています。

尿酸は、この細胞の材料となるプリン体とい

う物質の老廃物です。尿酸は常に作られて、ほ

ぼ同量が腎臓から尿として排泄されています。

体内で、程良いバランスが取れているのです。

高尿酸血症になると…

高尿酸血症とは、血液中に溶けている尿酸が

非常に多い状態を言います。作られる尿酸量が

多すぎたり、尿酸を体外へ排泄する力が弱くな

ったりすると、体内の尿酸量は過剰になります。

このような状態を放置すると、やがて尿酸は結

晶化し、関節炎や腎障害などを引き起こす原因

となります。なかでも痛風は、結晶化した尿酸

が関節などに沈着して炎症を起こし、激痛を伴

ないます。

次回は、高尿酸血症を防ぐための生活習慣に

ついて掲載する予定です。

町健康福祉課 健康増進係

痛風をまねく高尿酸血症とは？
尿酸ってなに？

大人は、赤ちゃんと目が合った時、にっこり

笑ってくれると、とても幸せな気分になります。

だから、私たちは何度も赤ちゃんの笑顔や笑い

声を聞きたくて、あやしてみたり、声をかけた

り、笑いかけたりします。オムツ交換の時は、

「○○ちゃんおしっこがいっぱい出て気持ちい

いねえ」などと笑顔で話しかけたりします。ま

た、お腹や足をさすってみたりする時は、コチ

ョコチョとくすぐったりすると手足をバタバタ

し大きな声を出し、喜びを全身で表現したりし

ます。このような大人の語りかけやスキンシッ

プを通して、赤ちゃんは人への信頼感や愛着を

強く持つようになるのだと思います。一緒にい

るお母さんやお父さんが、まず赤ちゃんとのコ

ミュニケーションを上手にとり、楽しむことが

一番大切ではないでしょうか。赤ちゃんは、大

好きな人との関わりで喜びが笑顔になるのでし

ょう。

笑いは、「楽しかったね」「おもしろかったね」

と心を通わせてくれる相手がいてこそ成立する

ものです。子どもたちは、何よりもいつもニコ

ニコ笑っているお父さんやお母さんが大好きで

す。親の笑いこそが子どもの心の安心感を持た

せるものだと思います。大人も子どもも笑顔や

笑い声からパワーや喜びをもらいます。笑いの

輪を広げていきましょう。

笑いが生まれる遊びです。「いっぽんばしこち

ょこちょ」を家庭で一緒に楽しんでみてくださ

い。

「いっぽんばしこちょこちょ」

丸林保育所 保育士 福田 緑

（27）
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投
稿

山
口
講
堂

年
の
歴
史
に
幕

70

～
町
武
道
館
と
し
て
の

年
に

30

感
謝
を
込
め
て
～

町
の
武
道
館
が
閉
館
と
な
る
こ

と
を
聞
き
、
約

年
間
も
町
剣
道

30

連
盟
の
道
場
と
し
て
お
世
話
に
な

っ
た
こ
の
建
物
に
感
謝
を
込
め
て

剣
道
連
盟
と
し
て
の
閉
館
式
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
山
口
講
堂
」と
呼
ば
れ
た
こ
の

建
物
は
、
昭
和

年
に
野
木
村
青

11

年
学
校
の
開
校
に
と
も
な
い
当
町

中
谷
地
区
の
出
身
で
国
産
医
薬
品

製
造
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
わ
れ

て
い
る
帝
国
臓
器
製
薬
株
式
会
社

を
創
設
さ
れ
た
故
山
口
八
十
八
氏

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
寄
贈
後
は
野
木
中
の
講
堂
、

町
文
化
財
の
貯
蔵
庫
、
そ
し
て
昭

和

年
か
ら
は
町
武
道
館
と
し
て

52
利
用
さ
れ
、

年
と
い
う
長
い
歴

70

史
を
歩
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、

年
の
風
雨
雪
に
耐
え
て

70

き
た
こ
の
建
物
も
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
老
朽
化
に
伴
い
、
こ
の

度
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

月
3
日
に
は
、

12

剣
道
連
盟
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
約

名
が
、
最
後
の
稽
古
と
大

80

掃
除
を
行
い
長
年
の
歴
史
を
見
つ

め
て
き
た
天
井
や
床
を
ピ
カ
ピ
カ

に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
武
道
館
そ

し
て
山
口
講
堂
、
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
中
に
は
新
し
い
武
道
館
が
完

成
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

主
任
児
童
委
員

小
関

良
枝

子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
の
仲
間

作
り
の
一
助
に
と
、

月

日
町

１１

１８

公
民
館
で
、
民
生
児
童
委
員
や
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し

た
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
企
画
運
営
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
楽
し
く

あ
・
そ
・
ぼ
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
子
の
参
加
が

組
１９

も
あ
り
、
子
ど
も
の
参
加
は

名
２９

を
数
え
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
そ

し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
参
加
も
あ
り
、
と
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
親
子
体

操
そ
し
て
ゲ
ー
ム
へ
と
用
意
し
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
順
調
に
進
ん

で
、
予
定
し
て
い
た
１
時
間

分
３０

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
絵
本
の
朗
読
に
聞
き
入
る
子
ど

も
た
ち
。
子
ど
も
と
楽
し
そ
う
に

遊
び
に
興
じ
る
親
た
ち
。
そ
れ
ら

を
温
か
く
見
守
り
、
手
を
さ
し
の

べ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

方
々
。

投
稿

「
楽
し
く
あ
・
そ
・
ぼ
」

を
実
施
し
て

「
楽
し
く
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
今
回
だ
け
と
言

わ
ず
に
、
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
う
れ
し
い
感
想
や

要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
少
し
は
子
育
て
奮
闘
中
の

親
た
ち
の
仲
間
作
り
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
快
い
疲
労
を
覚
え
、「
来
年
も

ま
た
が
ん
ば
ろ
う
」
と
、
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
芽

生
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪

も
少
し
ず
つ
で
も
広
げ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

町
体
育
指
導
委
員
の
山
本
進
さ

ん
と
横
塚
芳
夫
さ
ん
は
、

月
１１

・

日
大
分
県
別
府
市
で
行
わ

１６

１７

れ
た
第

回
全
国
体
育
指
導
委
員

４７

研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

年
に

３０

わ
た
り
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

年
勤
続

30体
育
指
導
委
員
表
彰

山本進さん横塚芳夫さん

町
剣
道
連
盟

岩
崎

統
一



投
稿

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
を
植
え
て

町
更
生
保
護
女
性
会

お
た
の
し
み

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

校
庭
の
桜
の
葉
も
す
っ
か
り
紅

葉
し
た
秋
の
あ
る
日
に
、
各
小
学

校
の
１
年
生
と
更
生
保
護
女
性
会

の
会
員
が
一
緒
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。

「
ぼ
く
は
黄
色
が
い
い
・・
」

「
私
は
赤
が
い
い
・・
」

「
私
は
ピ
ン
ク
よ
・・
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
球
根
の
色
を
選

び
プ
ラ
ン
タ
ー
に
自
分
の
名
前
を

書
い
た
札
を
さ
し
ま
し
た
。

「

㎝
の
間
を
お
い
て
深
め
に

２０

植
え
、
や
さ
し
く
土
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
土
が
乾
い
た
ら
お
水
を

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」。子
ど
も
た

ち
か
ら
は「
ハ
ー
イ
」と
元
気
の
良

い
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
輝

く
ば
か
り
の
笑
顔
を
見
て
久
し
ぶ

り
に
私
た
ち
も
童
心
に
返
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

休
み
時
間
や
放
課
後
等
に
「
早

く
芽
が
出
な
い
か
な
あ
」
と
プ
ラ

ン
タ
ー
を
眺
め
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
想
像
し
つ
つ
、
こ
の
春
に
は

立
派
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

今月の納期

国民健康保険税

介護保険料

第８期

第８期

町内の交通事故

10件数
月
累
計

12

0死者

14傷者

124(-15)件数（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

18

1(1)死者（増減）

162(-19)傷者（増減）

飲酒運転
すすめたあなたも

共犯者

１月１日現在
人口男12,877人

女13,041人
計25,918人

世帯数 8,774

町の人口

統
計
調
査
員
が

大
臣
表
彰
を
受
賞

月

日
、
県
総
合
文
化
セ
ン

11

15

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第

回
県
統

44

計
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た

る
統
計
調
査
員
と
し
て
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
町

か
ら
次
の
2
名
の
方
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

小
暮
タ
ミ
子
さ
ん（
写
真
左
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

山
田

信
子
さ
ん（
写
真
右
）

（29）

子
ど
も
た
ち
も
花
の
様
に
優
し

く
、
そ
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
心

の
持
ち
主
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

月
２
日
に
、
お
お
し
ま
け
い

１２
こ
さ
ん
の
「
お
た
の
し
み
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
｣
が
開
か
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加
し
、

大
変
楽
し
い
お
話
し
会
に
な
り
ま

し
た
。
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
ブ

ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を

使
い
、
お
話
し
や
歌
、
手
遊
び
な

ど
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
は

月
と
い

１２

う
こ
と
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

中
心
と
し
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で

し
た
。

次
回
は
３
月
３
日
に
ひ
な
ま
つ

り
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
な

し
で
出
入
り
自
由
で
す
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

布
絵
本
製
作
体
験

月
２
日
、

日
の
２
日
間
、

１１

１６

布
絵
本
製
作
体
験
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

布
絵
本
を
作
る
の
は
初
め
て
の

方
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２

回
の
体
験
で
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
製
作
も
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
か
ら
は
「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

な
ど
の
嬉
し
い
感
想
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

図
書
館
で
は
、
今
回
の
講
座
と

同
じ
本
の
ほ
か
、
布
絵
本
も
常
時

貸
出
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
次
回

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
町
立
図
書
館
緯（

）２
８
１
１

５７



ギャラリー

町役場の正面にこんもりと茂っている木がスダジイ

である。この場所が野木中の敷地だったころから、親

しまれた木でもある。町内にもコナラやクヌギ、シラ

カシなど、どんぐりのなる木はたくさんあるが、あく

が強くて食べられない。常緑のシイの仲間はそのまま

でも食べられる。生食では粉っぽいので煎ると香ばし

くなる。

スダジイは暖地の植物で、佐野市の唐沢山や益子町

の西明寺が北限の自生地になる。役場敷地内のスダジ

イは中学校の記念植樹として植裁されたものと思われ

る。 文・写真 舘野 孝良

自然の 自然を食べる

スダジイ

坂本 光弘さん
MitsuhiroSakamoto

(大塚２）わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししししがががががががががががががががががががが一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一わたしが一番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番

写真

野木町といえば「ひまわり」が定番と

なっております。昨年は、真夏のひま

わりが咲く時期に青空の日がなかなか

おとずれず困惑しておりました。そん

なある日、待ちに待った真っ青な快晴

の日がやってきました。私は早速カメ

ラを手に取り、ひまわり畑に駆けつけ

ました。数万本の数ある花の中から、

これはというものを選んでいくわけで

す。じっくりと見ていくと、「私を写し

て」とまるで花の方から訴えてくるか

のようです。青空に白い雲、とても綺

麗でした。

小小小小小小小小小小村村村村村村村村村村 スススススススススス小村 スイイイイイイイイイイイささささささささささんんんんんんんんんんさん（（（（（（（（（（88888888884444444444歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳（84歳）））））））））））
（（（（（（（（（（野野野野野野野野野野渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡１１１１１１１１１１（野渡１）））））））））））

戦争真っ只中の昭和19年に東京から野渡に嫁いで早
や62年。結婚当初は都会暮らしとの違いに戸惑いばか
りで、とっても寂しく感じてしまったそうです。「今じ
ゃあ、野渡が一番だけどね」とすっかり地元に根づいた
ご様子。最近一番嬉しかったことは、ひ孫を抱くことが
できたこと。「でも重かったね」と。
元気の秘訣は、60歳から始めたゲートボール。「病気

もしたけど、ゲートボールを続けていたのが良かったん
だね」と、スティックの手入れしながら笑顔で。春にな
って暖かくなったら、ライバルチームとの対戦を今から
楽しみにしているそうです。
スイさん、とっても笑顔が素敵でしたよ。
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